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仕   様   書 

  

１ 委託業務名 

  自家用自動車管理業務委託 

 

２ 委託業務の概要 

  福島県ふたば医療センター附属病院(以下「附属病院」という)の公用車の管理（日常点検・給油等）

を行うと共に、当該公用車を使用して、附属病院の職員及び医師等の送迎を委託するものである。 

なお、運行イメージは別紙のとおり。 

 

① 福島県いわき市在住職員（平地区２名）の自宅近隣集合場所と附属病院の間の送迎。【別記１】 

② 福島県福島市在住のセンター長及び運営支援監の自宅と附属病院の間の送迎。【別記２】 

③ 福島県立医科大学に所属等している医師（最大５名）の福島県立医科大学と附属病院の間の送

迎。（乗車する医師の勤務の都合等により福島駅等と附属病院間の送迎を行う場合がある）【別

記３】 

④ 附属病院の訪問看護等に対応する職員（１名～２名）の送迎。【別記４】 

⑤ 附属病院の訪問リハビリ等に対応する職員（１名～２名）の送迎。【別記５】 

  ⑥ 突発的な用務に対応する職員等の送迎及び救急車での患者移送。【別記６】 

 

３ 管理対象等 

（１）管理対象車両 

Ａ ホンダ  フィット(上記２の①の送迎用) 

Ｂ トヨタ  プリウス(上記２の②の送迎用) 

Ｃ トヨタ  プリウス(上記２の②の送迎用) 

Ｄ ニッサン セレナ  (上記２の③の送迎用) 

Ｅ ニッサン セレナ (上記２の③の送迎用) 

Ｆ スズキ  エブリィ(上記２の④、⑤、⑥の送迎用) 

Ｇ ニッサン セレナ(上記２の④、⑤、⑥の送迎用) 

Ｈ トヨタ  ハイメディック(上記２の⑥の使用車) 

Ｉ ニッサン キャラバン(上記２の①～⑥の予備車) 

 

（２）管理対象車両の保管場所 （１）のＡ   福島県いわき市平 地内 

                （２）のＢ～Ｅ 福島県福島市杉妻町 地内 

               （３）のＦ～Ｉ 福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚 地内 

４ 委託業務の内容 

（１）運行計画の企画及び立案 

（２）職員、医師及び患者の送迎 
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（３）日常の点検整備（一般整備、法定点検整備、エンジンオイル交換、タイヤ交換に係る費用は含

まない） 

（４）燃料（レギュラー）の給油（燃料費を含むので、給油カード等により対応すること） 

（５）消耗品の補充交換・保管管理 

（６）備品の保管管理 

（７）事故の際の補償・処理 

（８）事故の際の修理・手配（タイヤのパンク及びバースト（タイヤ修理キットを使用した場合修理

キット代）、ホイールキャップの紛失、ホイールの破損、飛び石等の飛

来物によるガラスのひび割れ及び破損、車内装備の損害に係る費用を含

む） 

（９）運転手の人件費（３（２）の管理対象車両の保管場所までの交通費含む） 

（10）代替運転手の人件費 

 

５ 委託業務の時間等 

（１）委託期間は令和６年４月１日から令和７年３月３１日までとする。 

（２）附属病院では管理日において、基本管理時間は最大で７時～２３時３０分とする。 

なお、附属病院は２４時間３６５日体制で救急医療を提供する医療機関であることから、土

日祝祭日・年末年始（１２月２９日～１月３日）も含めた車両の運行を行う。 

 

６ 業務実施上の留意事項 

（１）受託者は、常に運転業務員の健康管理に留意し、運転業務員の心身の状態を把握することによ

り、安全な運行を確保すること。受託者は、運転業務員が健康状態に不安や問題がある場合は、

業務に従事させてはならない。 

（２）運転業務員は、運転中、道路交通法令を遵守するとともに、交通事故防止を最優先に運行を行

なわなければならない。交通事故や事件等に巻き込まれた場合は、附属病院担当者に速やかに口

頭報告するとともに、事後に報告書(顛末書)を提出すること。 

（３）運転業務員は、適切な業務を実施するため、自動車運転に関する専門知識・技術のほか、気象、

地理、応急救護、災害に関する基礎知識を習得するともに、日々の迅速な運行を確実に行うため、

交通事情(道路渋滞・道路工事・鉄道遅延など)や天候（風雪・雨霧・雷・気温・台風など）に関

する最新の情報を常に収集すること。積雪を伴う期間は、出発時間を契約者の指示する時間に早

めること。積雪により、大幅な遅延が予想される場合には、車両台数を増やすなどして、診療体

制への影響を抑えること。 

（４）運転業務員は、附属病院内外において患者やその家族等と接する場合は、親切・丁寧に対応し、

利用者等に不審や不快の念を与えるような言動のないよう注意すること。 

（５）運転業務員は、日頃から附属病院医療スタッフ、施設警備員、その他の関係者と連携・協力及

び情報共有を図り、緊急時等における円滑な対応に備えておくこと。 
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（６）受託者及び運転業務員は、職務上知り得た附属病院の業務及び患者に関する情報の取扱いにつ

いては、関係法令の規定に従うとともに、関係者以外に漏らしてはならない。 

 

７ その他 

（１）附属病院については、送迎する職員及び医師等の勤務シフトに応じた１ヶ月分の運行計画を前

月末までに契約権者に提出し、運行計画に基づいた業務を実施すること。 

ただし、運行計画に変更がある場合は、事前に契約権者へ報告し協議すること。 

また、業務開始後は、月 1 回、運行管理者は附属病院を直接訪問し、職員及び医師等の送迎計

画を病院職員とともに読み合わせ確認し、担当する送迎に漏れがないよう万全を期すること。 

ただし、運行計画に変更がある場合は、事前に契約権者へ報告し協議すること。 

（２）管理日において、車両を使用した際は、附属病院に備え付けの「自動車使用簿」に必要事項を

記載すること。 

（３）高速道路を利用する際は、附属病院からＥＴＣカードの貸与を受けること。 

（４）ＥＴＣカードを使用した際は、附属病院に備え付けの「ＥＴＣカード使用簿」に必要事項を記

載すること。 

（５）上記(2)、(4)とは別に日々の業務を業務日誌等により附属病院へ報告すること。 

（６）運行計画等の変更等に確実かつ迅速に対応できる体制を構築すること。（運転管理責任者の代

理等の設置、運転管理責任者と運転手等の間の連絡網の複数手段の確保等） 

（７）所定の運転手が急きょ車両の運行ができなくなった場合でも業務の履行が迅速かつ確実に確保

できる体制を構築すること。 

（８）車両の引渡を受けた際は、現状の写真を添えたチェックシート（任意様式）を作成し、附属病

院へ３０日以内に報告すること。報告にない破損等については、４の（８）に定める事故の際の

修理・手配の対象とする。 

（９）その他仕様書に記載のない事項については、必要に応じ契約権者と協議すること。 

 

【別記１】 

 ○運行日：全日（土日・祝祭日、年末年始を含む） 

 ○送迎人数と使用車両：いわき市平地区 ２名 Ａ フィット１台 

 ○留意事項：職員の勤務シフトに応じて、複数のパターンが考えられるため、下記運行イメージは 

       あくまでも一例とする。 

○運行イメージ 

（いわき→富岡：７時～８時３０分）→（富岡→いわき：１８時～１９時３０分）  

 

【別記２】 

 ○運行日：センター長 週２日程度（土日・祝祭日、年末年始を含む）を想定 

      運営支援監 週１日程度（土日・祝祭日、年末年始含まず）を想定 

 ○送迎人数と使用車両：センター長、運営支援監 各１名 Ｂ及びＣ プリウス 
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○運行イメージ 

 （福島→富岡：７時～８時４５分）→（富岡→福島：１７時～１８時４５分） 

 

【別記３(附属病院)】  

 ○運行日：全日（土日・祝祭日、年末年始を含む） 

 ○送迎人数と使用車両：医師最大５名 

 Ｄ及びＥ セレナ 

 ○運行イメージ 

 Ａ：（福島→富岡：８時～９時４５分）→待機→（富岡→福島：１０時３０分～１２時１５分） 

 Ｂ：（福島→富岡：８時～９時４５分）→待機→（富岡→福島：１５時１５分～１７時） 

 ※ 福島駅等から乗車又は降車する医師がいるときは、所要の移動時間を前後に加える等する。 

  

【別記４】 

 ○運行日：週４日程度（土日・祝祭日、年末年始を除く）を想定 

 ○送迎人数と使用車両：職員最大２名 Ｆ エブリィ及びＧ セレナ 

 ○運行イメージ 

 （富岡→診療圏域内）→待機→（診療圏域内→富岡） 

 ※９時から１６時の間で訪問看護等に係る職員の送迎を行う。 

 

【別記５】 

 ○運行日：週３日程度（土日・祝祭日、年末年始を除く）を想定 

 ○送迎人数と使用車両：職員最大２名 Ｆ エブリィ及びＧ セレナ 

 ○運行イメージ 

 （富岡→診療圏域内）→待機→（診療圏域内→富岡） 

 ※９時から１６時の間で訪問リハビリ等に係る職員の送迎を行う。 

 

【別記６】 

 ○運行日：月曜日から金曜日までを想定。ただし、土日・祝祭日、年末年始の突発的な用務には対

応すること。 

 ○送迎人数と使用車両：職員等 ２名程度 Ｈ ハイメディック等 

 ○救急車による患者搬送（主として他院で検査を受ける際の病院間送迎） 

 ※９時～１６時まで附属病院に待機。突発的な用務に対応する職員等の送迎を行う。 


